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2 東京Michi百景
永代橋

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene16 深川・木場界隈

6 エコ・スタイル⑯
エコ豆知識／エコカー減税

7 エッセイさんぽのじかん
ポケットの中には
さんぽで見つけた宝物がいっぱい！！ －－－－－－－ 佐藤弘道さん

9 TR-mag.Topics
新宿駅西口広場イベントコーナーで
「夏祭り」を開催

11 道物語・東京の環状線⑦
環状7号線（（都道318号）通りを含む）（

13 渡辺祥子のシネマの中の東京⑯
『深川』

15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-16／柴又中央会
TR-mag.focus Again！／町田市旭町二丁目町内会

17 日本だから、できる。あたらしいオリンピック！

18 Information & News
公社駐車場14場に、電気自動車の充電用コンセントを設置
錦糸町パークタワー9月1日より全日定期取り扱いを開始！
TR「道の日」イベント開催！
重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中

20 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

21 クロスワードパズル⑪
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

川の流れには、心をなごませてく
れる不思議な作用がある。心が淀
んでいるとき、川面を見つめるこ
とで、自分の中にたまっていたも
のが川の流れとともにきれいさっ
ぱり流れ去ってしまう。インドの
人々が聖なる河ガンジスを崇め
る気持が、ほんの少しだけ解かる
ような気がしてくる。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、
劇団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・テレ
ビ・舞台で俳優として活躍する一方、アジアを
中心に世界各地の絵を描き続ける。画文集
『もっといい加減なスケッチの旅』『東京讃歌』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

C o n t e n t s

（「天王洲 高浜運河」スケッチ場所：東京）
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明治30年（1897）に道路橋としては日本初の鉄橋として、現在の場所に架橋（永代
通りの中央区新川から江東区佐賀・永代間）。関東大震災で被災し、帝都復興事業
の一環として、内務省復興局土木部長太田圓三、田中豊らの設計指導、竹中喜忠
らの設計により、現在の橋を大正15年（1926）12月に竣工。2007年に清洲橋、勝
鬨橋と共に、国の重要文化財に都道府県の道路橋として初めて指定された。

美しくライトアップされた永代橋は、
隅田川のビューポイントになっています。

隅田川の河口から約2.4キロメートル上流に架かる永代橋。

その歴史は古く、元禄年間にさかのぼります。

5代将軍徳川綱吉の50歳の誕生を祝って、

初めて架けられたもので、現在の場所よりは少し北側に架けられたようです。

この永代橋を赤穂浪士も渡って市中に入ったとも言われています。

美しくライトアップされた、骨太で圧倒的な存在感を誇るアーチ橋は、

隅田川に架かる橋の中でひときわ輝いています。

2007年に国の重要文化財に指定
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深
川・
木
場
の
繁
栄
は
、
江
戸
幕
府
の

都
市
開
発
事
業
な
し
に
は
語
れ
な
い

〈
水
の
町
〉深
川・
木
場
。
こ
こ
に
は
今
も
粋
で
い

な
せ
な
江
戸
の
香
り
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

深
川
界
隈
も
、今
か
ら
4
0
0
年
以
上
前
ま
で
は
、

葦
の
生
い
茂
る
三
角
州
で
、
住
む
人
も
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
、
摂
津（
現
在
の
兵
庫

県
東
南
部
と
大
阪
の
一
部
）か
ら
深
川
八
郎
右
衛

門
が
一
族
を
引
き
連
れ
て
移
り
住
み
開
拓
を
始
め

ま
し
た
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、こ
の
地
を
訪
れ

た
徳
川
家
康
に
地
名
を
聞
か
れ
た
八
郎
右
衛
門
が

「
ま
だ
住
む
人
も
少
な
く
、
地
名
も
な
い
」と
答
え
、

家
康
が
彼
の
姓「
深
川
」を
と
っ
て「
深
川
村
」と
し

た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、急
速
な
大
都
市
化
に
よ
っ
て
江
戸
も
住

む
場
所
が
不
足
し
は
じ
め
、
埋
立
地
と
し
て
大
川

（
隅
田
川
）の
対
岸
に
あ
っ
た
深
川
一
帯
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
明
暦
3
年（
1
6
5
7
）に
起
こ

っ
た
明
暦
の
大
火
、
通
称
振
袖
火
事
あ
と
の
都
市

再
開
発
計
画
に
よ
っ
て
、
埋
め
立
て
と
掘
割
の
開

削
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、「
江
戸
の
材
木

セ
ン
タ
ー
」木
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
物
流
は
海
運
が
主
力
で
、
様
々
な
物
資

が
深
川
を
経
由
し
て
江
戸
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

木
場
公
園
は
、自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

美
術
鑑
賞
も
で
き
る
お
薦
め
の
ポ
イ
ン
ト

横
十
間
川
親
水
公
園
を
南
下
す
る
と
仙
台
堀

川
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
深
川
な
の
に
仙
台
堀
と

呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
河
口
に
仙
台
藩
蔵
屋
敷
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

川
沿
い
を
四
ツ
目
通
り
方
面
に
向
か
う
と
、

正
面
に
大
横
川
。
こ
の
川
を
挟
ん
で
広
が
る
の
が

平
成
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
木
場
公
園
で
す
。
こ
こ

が
木
材
産
業
の
町
と
し
て
栄
え
た「
木
場
」の
跡
地
。

南
北
に
広
く
、
真
ん
中
を
仙
台
堀
川
と
葛
西
橋
通

り
が
通
っ
て
い
る
た
め
、大
き
な
木
場
公
園
大
橋
で

結
ば
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク

広
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、木
場
ミ
ド
リ
ア
ム
な
ど
が
あ

り
、
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
10
月
17
・
18
日
に
行
わ
れ
る「
江
東
区
民
ま
つ

り
中
央
ま
つ
り
」の
メ
イ
ン
会
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
北
側
に
は
、
前
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
が
目
立
つ「
東
京
都
現
代
美
術
館
」が
あ

り
ま
す
。
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
美
術
鑑
賞
も

で
き
る
お
薦
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

江
戸
の
面
影
を
色
濃
く
残
す

深
川
寺
町
エ
リ
ア

小
名
木
川
と
仙
台
堀
川
に
挟
ま
れ
た
辺
り
は

深
川
寺
町
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
や

は
り
大
火
に
あ
る
よ
う
で
す
。
万
治
元
年（
1
6

5
8
）、
明
暦
の
大
火（
1
6
5
7
）で
焼
失
し
た
浄

土
宗
霊
巌
寺
が
、
隅
田
川
を
隔
て
た
深
川
の
地
に

移
転
、そ
し
て
天
和
3
年（
1
6
8
3
）に
浄
土
宗

雲
光
院
が
焼
失
の
た
め
移
転
さ
れ
る
と
、
深
川
に

次
々
と
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寺
町

と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
が
で
き
ま
し
た
。

美
術
館
通
り
の
三
好
2
の
信
号
を
右
に
行
く
と

深
川
資
料
館
通
り
に
出
ま
す
。
通
り
の
名
と
な
っ

た
深
川
江
戸
資
料
館
は
、
残
念
な
が
ら
平
成
21
年

7
月
1
日
か
ら
約
1
年
間
、改
修
工
事
の
た
め
休

館
。
こ
の
一
画
に
池
波
正
太
郎
の

『
鬼
平
犯
科
帳
』に
も
登
場
す
る
霊

巌
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
寺
に
は

「
寛
政
の
改
革
」で
知
ら
れ
る
松
平

定
信
の
墓
所
が
あ
り
、
国
指
定
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

倉
庫
業
や
問
屋
、
材
木
屋（
木
場
）が
集
ま
り
、そ

こ
で
働
く
職
人
た
ち
の
町
屋
が
作
ら
れ
、
昭
和
50

年（
'75
）に
新
木
場
に
移
転
す
る
ま
で
の
約
3
0
0

年
、木
材
産
業
の
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

Walk fukagawa&kibaIn
深川・木場界隈

粋でいなせな江戸の香りが残る、深川・木場界隈の散策は“ぶらり”という言葉がにあい
ます。駐車場に車を置いて、“ぶらり”とすれば、きっと面白いことに出会えるはずです。今回、
深川・木場界隈の案内をしてくださるのは、江東区地域振興部 文化観光課 観光推進
係の山本祥也さんと江東区政策経営部 広報広聴課 広報係の村上理紗さんです。

TR東京都道路整備保全公社が管理する
深川・木場エリアの駐車場

※取材協力／
江東区地域振興部 文化観光課・
江東区政策経営部 広報広聴課

シンボルの木場公園大橋

名工左行秀旧跡の碑
土佐藩主山内容堂に従
って江戸に来た名工・左
行秀は、現在の北砂小
学校付近に住んでいま
した。

芭蕉稲荷

東京都現代美術館

霊巌寺
田河水泡・のらくろ館

小名木川クローバー橋
平成６年12月に架けられた歩行者
と自転車専用の橋。

横十間川

川
と
橋
の
多
さ
に
あ
ら
た
め
て
び
っ
く
り
！

深
川・
木
場
界
隈
を
歩
い
て
い
る
と
、
川
と
橋
の

多
さ
に
驚
き
ま
す
。
横
十
間
川
、大
横
川
、小
名

木
川
、仙
台
堀
川
な
ど
、い
く
つ
も
の
川
が
縦
横
に

エ
リ
ア
を
分
け
、
橋
が
エ
リ
ア
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

川
べ
り
は
遊
歩
道
や
公
園
に
な
り
、水
辺
の
ぶ
ら

り
散
策
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

横
十
間
川
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
名
前
で
す
が
、

こ
れ
は
川
幅
が
十
間（
18
ｍ
）あ
り
、
江
戸
城
か
ら

見
て
横
に
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、名
づ
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
横
十
間
川
を
北
へ
進
む
と
小
名
木
川

と
交
わ
り
ま
す
。
そ
の
交
差
点
に
架
か
る
Ｘ
字
の

橋
が
小
名
木
川
ク
ロ
ー
バ
ー
橋
。
猿
江
、大
島
、北

砂
、
扇
橋
の
４
つ
の
地
区
を
結
ん
で
い
ま
す
。
近
隣

の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、こ
こ
を
訪
れ
る
人
た
ち
が

こ
の
橋
を
利
用
し
、川
の
上
の
交
差
点
の
よ
う
で
す
。

ク
ロ
ー
バ
ー
橋
か
ら
先
、
仙
台
堀
川
ま
で
の
延
長

約
2
㎞
は
親
水
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
区
民
の
水
辺
」を
テ
ー
マ
と
し
た
公
園
だ
け
あ
っ

て
、
貸
し
ボ
ー
ト
や
水
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
が
あ

り
、気
軽
に
水
と
親
し
め
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、
週
に
一
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・和
船
友
の

会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
和
船
体
験
も
実
施
さ
れ
、

水
辺
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
を
満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

深川といえば深川めし。気の短い江
戸っ子の漁師が飯と汁物を一緒に
食べるために考案されたといわれて
います。深川めしを食べさせる店が
たくさんあります。散策の途中で、名
物を食べるのも楽しみの一つ！

深川めしこんなシーン、
何かのCMに
あったかな？

都会の喧騒を一瞬忘れさせてくれる横
十間川を走る和船。ここにはゆったり
とした時間が流れています。船頭さん
は、和船友の会のメンバーです。この
会の発足は平成7年（'95）。和船を親
水公園に係留していた江東区が、「難
しい手漕ぎ船の操縦法や和船の伝
統を伝え残していこう」と会員を一般公
募して結成されました。会員数は現在
55名。乗船体験だけでなく、希望者は魯漕ぎ体験もできます。
見ていると簡単そうですが、船をまっすぐに進めるのは意外と難
しいもの。ぜひ体験してみてください。

場所／横十間川親水公園　海辺乗船場（海砂橋下）
時間／10時～14時　乗船無料　乗船時間／約20分
乗船体験日／毎週水曜日（3～11月、祝日は翌日）、10時～1時45分、

12～2月は毎週日曜日（090-1111-7831）
問合せ／03-3647-2538（江東区水辺と緑の課維持係）

木場公園前駐車場
所在地／東京都江東区木場3丁目16番
●営業時間・料金
全日（8時～22時）20分100円
全日（22時～8時）60分100円
30分未満無料 ●収容台数　4台

●収容台数　11台

●収容台数　
自動車6台、オートバイ4台

木場二丁目第二駐車場
所在地／東京都江東区木場2丁目15-22
●営業時間・料金
全日（8時～22時）20分100円
全日（22時～8時）60分100円　
入庫後、24時間まで最大2,000円

（※30分以上の場合は
入庫時からの料金となります）

木場二丁目駐車場
所在地／東京都江東区木場2丁目17-7
●営業時間・料金
自動車：全日（8時～22時）20分100円

全日（22時～8時）60分100円
入庫後、24時間まで最大2,000円

オートバイ：全日（0時～24時）60分100円

高
橋
商
店
街
で
は
、

燕
尾
服
の「
の
ら
く
ろ
」が
お
出
迎
え

霊
巌
寺
か
ら
清
洲
橋
通
り
、小
名
木
川
を
渡
り

森
下
3
の
信
号
を
右
に
入
る
と
、
燕
尾
服
を
着
た

大
き
な「
の
ら
く
ろ
」が
出
迎
え
て
く
れ
る
、
高
橋

商
店
街
・の
ら
く
ろ
ー
ド
。
ち
な
み
に「
た
か
は
し
」

で
は
な
く
、「
た
か
ば
し
」と
読
み
ま
す
。「
の
ら
く

ろ
」は
漫
画
家
・田
河
水
泡
の
代
表
作
で
、
昭
和
6

年
か
ら
16
年
ま
で
講
談
社
の「
少
年
倶
楽
部
」に
連

載
さ
れ
た
日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
元
祖
。
作
者

の
故
・田
河
水
泡
は
、
幼
い
頃
か
ら
青
年
に
な
る
ま

で
を
こ
こ
森
下
で
過
ご
し
ま
し
た
。
商
店
街
の
一

画
・
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
に
あ
る「
田
河
水

泡
・の
ら
く
ろ
館
」に
は
、
氏
の
書
斎
が
再
現
さ
れ
、

原
画
や
貴
重
な
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
漫
画
好

き
に
は
た
ま
ら
な
い
空

間
で
す
。
の
ら
く
ろ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

は
、の
ら
く
ろ
を
知
ら

な
い
若
い
人
た
ち
に
も

人
気
が
あ
る
と
か
。

今
も
芭
蕉
庵
史
跡
展
望
庭
園
か
ら

隅
田
川
を
見
守
っ
て
い
る
芭
蕉

高
橋
商
店
街
か
ら
清
澄

通
り
を
わ
た
り
、
常
盤
2
の

信
号
を
右
に
行
く
と
、
右
手

に
深
川
発
祥
の
地
・深
川
神

明
宮
。
こ
こ
は
深
川
の
開
拓

者
・
深
川
氏
の
屋
敷
に
あ
っ

た
小
さ
な
祠
で
し
た
が
、い
つ
し
か
深
川
総
鎮
守
神

明
宮
と
呼
ば
れ
、
氏
神
様
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

深
川
神
明
宮
か
ら
隅
田
川
に
向
か
い
、
萬
年
橋

通
り
を
右
に
し
ば
ら
く
行
く
と
左
手
に
芭
蕉
記
念

館
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
日
本
橋
か
ら
深
川
の
草
庵

に
移
り
住
ん
だ
芭
蕉
は
、
元
禄
2
年（
1
6
8
9
）

3
月
、
河
合
曾
良
を
伴
い
奥
の
細
道
の
旅
に
出
発

し
ま
し
た
。
記
念
館
に
は
、
当
時
芭
蕉
が
着
て
い

た
袈
裟
を
は
じ
め
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
貴
重
な
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
館
の
裏
手
は
隅
田
川
で
す
。
川
沿
い
の
道

を
左
に
少
し
行
く
と
芭
蕉
庵
史
跡
展
望
庭
園
が
あ

り
ま
す
。
今
も
隅
田
川
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
芭
蕉

の
像
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

芭蕉記念館

和船
コラム

芭蕉庵史跡展望庭園

和船体験の
記念シール

江戸情緒たっぷりの
和船に乗ってみよう！

深川神明宮
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掘
割
が
縦
横
に
め
ぐ
ら
さ
れ
、船
が
行
き
交
う
深

川
・
木
場
界
隈
に
は
、多
く
の
史
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、

今
も
、往
時
が
偲
ば
れ
ま
す
。そ
し
て
、長
い
年
月
を

か
け
て
育
ん
で
き
た
伝
統
と
文
化
を
守
り
な
が
ら
も

新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
、そ
ん
な
深
川
っ
子
の
心

意
気
が
こ
の
町
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

楽しいイベント目白押しの江東区へGO!

※掲載データは2009年7月20日現在のものです。

8月
1日（土）～16日（日）／夏休み特別展「水辺への招待」

（東大島文化センター 大島8-33-9）

4日（火）／江東花火大会（荒川・砂町水辺公園 東砂8-22先）
7日（金）～9日（日）／砂町銀座七夕まつり

（砂町銀座商店街 北砂3～5）

14日（金）～16日（日）／深川神明宮例大祭
（深川神明宮 森下1-3-17）

15日（土）／国際交流フェスティバル
（東京国際交流館 青海2-79）

旧中川灯籠流し（ふれあい橋付近 亀戸9-34先）
21日（金）～23日（日）／富賀岡八幡宮例大祭

（南砂7-14-18）

29日（土）／小名木川リバーツアー
（小名木川中川船番所資料館
大島9-1-15、森下文化センター 森下3-12-17）

30日（日）／ザ・よさこい！大江戸ソーラン祭り
（木場公園イベント会場）

●イベントに関するお問い合わせ
江東区地域振興部
文化観光課 観光推進係 03-3647-3312

川
ご
利
益
通
り
〉と
呼
ば
れ
る
参
道
が
深
川
不
動

堂
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
参
道
を
歩
い
て
い
る
だ
け

で
、
饅
頭
、せ
ん
べい
、
深
川
め
し
を
は
じ
め
と
す

る
深
川
名
物
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

深
川
・
木
場
散
策
の
シ
メ
は
、や
は
り
深
川
の
八

幡
様
と
親
し
ま
れ
て
い
る
富
岡
八
幡
宮
。

永
代
通
り
に
面
し
た
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
境
内

に
は
、
様
々
な
碑
が
あ
り
ま
す
。
大
鳥
居
の
左
に

は
、
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
天
文
学
・
測
量
術
を
学

ん
だ
江
戸
時
代
の
測
量
家
・
伊
能
忠
敬
の
旅
立
ち

の
碑
が
あ
り
ま
す
。
忠
敬
は
深
川
黒
江
町（
現
・
門

前
仲
町
1
丁
目
）に
住
ん
で
お
り
、
測
量
旅
行
に

出
る
時
に
は
必
ず
富
岡
八
幡
宮
に
参
拝
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
立
派
な
横
綱
力
士
碑
、大
関
力
士
碑

も
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
横
綱
力
士
碑
の
大

き
さ
は
高
さ
3.5
ｍ
、
幅
3
ｍ
、
重
量
は
20
ｔ
も
あ
る

と
か
…
…
、
横
綱
を
顕
彰
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

堂
々
た
る
石
碑
で
す
。
で
も
相
撲
と
い
え
ば
両
国

な
の
に
な
ぜ
富
岡
八
幡
宮
に
？
実
は
、
富
岡
八
幡

宮
が
江
戸
勧
進
相
撲
発
祥
の
地
な
の
で
す
。
そ
の

後
、
本
所
回
向
院
に
移
り
ま
し
た
が
、
基
礎
は
富

岡
八
幡
宮
で
築
か
れ
、
現
在
の
大
相
撲
へ
と
繋
が

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

境
内
に
は
木
場
木
遣
之
碑
も
あ
り
、
ボ
タ
ン
を

押
す
と
木
遣
り
が
朗
々
と
流
れ
て
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
木
遣
り
は
、
戦
国
時

代
か
ら
木
材
の
伐
出
や
築
城
の
際
に
息
を
合
わ
せ

る
た
め
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
労
働
歌
だ
そ

う
で
す
。
木
場
の
木
遣
り
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸

城
造
営
の
時
に
連
れ
て
き
た
材
木
商
が
伝
え
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

富
岡
八
幡
宮
の
東
側
に
は
、
都
内
に
現
存
す
る

鉄
橋
で
一
番
古
い
八
幡
橋
が
あ
り
ま
す
。
橋
の
旧

名
は
弾
正
橋
で
、
明
治
11
年（
1
8
7
8
）年
、
東

京
府
の
依
頼
に
よ
り
工
部
省
赤
羽
製
作
所
が
製

作
し
た
ア
ー
チ
形
式
の
鉄
橋
。
京
橋
楓
川（
中
央

区
）に
架
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
4
年（
'29
）

に
移
転
さ
れ
、そ
の
時
に
八
幡
橋
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
で
も
し
っ
か
り
人
道
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

深
川
の
八
幡
様
・
富
岡
八
幡
宮
が

江
戸
勧
進
相
撲
発
祥
の
地

清
澄
通
り
を
南
下
す
る
と
、い
よ
い
よ
門
前
仲

町
、
通
称
・
門
仲
で
す
。
正
面
に
赤
い
大
門
が
あ

り
、
右
の
柱
に〈
深
川
不
動
堂
〉、
左
の
柱
に〈
東
京

別
院
〉、さ
ら
に
上
に
は〈
成
田
山
〉の
三
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
門
を
く
ぐ
る
と
、〈
人
情
深

萬年橋

滝沢馬琴誕生の地碑
モニュメントの2つの山は、
『南総里見八犬伝』106
冊分をかたどっている。

深川不動堂と参道

富岡八幡宮

深川八幡祭りに繰出す神輿

伊能忠敬の旅立ちの碑

横綱力士碑

木場木遣之碑八幡橋

巨人力士手形足形碑大関力士碑

水
辺
を
し
ば
ら
く
楽
し
み
、
萬
年
橋
を
わ
た
り

清
洲
橋
通
り
を
左
折
し
、
清
澄
通
り
を
右
に
行
く

と
右
手
が
清
澄
庭
園
。
通
り
を
挟
ん
だ
深
川
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
前
に
南
総
里
見
八
犬
伝
の
作

者
・
滝
沢
馬
琴
誕
生
の
地
を
記
念
し
た
碑
が
あ
り

ま
す
。

わ～こんなに
大きな手がある！

日本地図を
背負ってる
ようですね！

古石場文化センターは、古石場川に沿って整
備された古石場川親水公園の近くにありま
す。公園には六つの橋が架けられ、そのうち
の小津橋は、映画監督の小津安二郎に由来
するそうです。小津安二郎は、明治36年（'03）、
江東区深川1丁目（当時の地名では、深川区
亀住町）で生まれました。古石場文化センタ
ーには、監督の生誕100年を記念して「小津
安二郎 紹介展示コーナー」が作られています。
このコーナーでは、「東京物語」や「晩春」など
日本映画界に数々の名作を残した小津安二
郎の業績を称え、監督の書簡、写真、江東区
を舞台にした作品などが紹介されています。
文化センターでは江東シネマプラザを開催し、
毎月、小津安二郎監督作品をはじめとする上
映会を開催しています。また、8月29日（土）は
亀戸文化センターにおいて、江東シネマプラ
ザ出前上映会を開催します。
問合せ／東京都江東区古石場2-13-2

TEL03-5620-0224

古石場文化センター
小津安二郎紹介
展示コーナー

ちょっと
寄り道
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僕
が
子
ど
も
の
頃
は
、そ
れ
こ
そ
日
本
中
の
元
気
な

子
ど
も
た
ち
は
、
冒
険
に
熱
中
し
て
い
た
と
思
う
。
道

な
き
道
を
歩
き
、ま
っ
た
く
知
ら
な
い
場
所
に
た
ど
り

着
く
。
そ
ん
な
冒
険
を
す
る
の
が
僕
た
ち
子
ど
も
の
ス

テ
イ
タ
ス
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
僕
も
冒
険
が
大
好
き
な

男
の
子
だ
っ
た
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る
と「
た
だ
い
ま
！
」と
い
う
時

間
も
惜
し
ん
で
、ラ
ン
ド
セ
ル
を
玄
関
に
ほ
っ
ぽ
り
出
す

よ
う
に
し
て
飛
び
出
し
て
いっ
た
も
の
だ
。今
み
た
い
に
、

友
だ
ち
と
遊
ぶ
約
束
な
ん
て
し
な
い
。
そ
れ
で
も
、い
つ

の
間
に
か
み
ん
な
が
い
つ
も
の
基
地
に
集
ま
り
、い
つ
も

の
よ
う
に
冒
険
に
出
か
け
た
。

僕
が
生
ま
れ
た
の
は
新
宿
。
だ
か
ら
歌
舞
伎
町
は
庭

の
よ
う
な
も
の
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
駆
け
ず
り
回
っ

た
遊
び
場
だ
。
歌
舞
伎
町
が
怖
い
と
こ
ろ
?!
だ
な
ん
て

そ
の
頃
は
思
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。オ
ト
ナ
に
な
っ
て
、

歌
舞
伎
町
っ
て
怖
い
と
こ
ろ
だ
と
言
わ
れ
て
も
僕
に
は

あ
ま
り
ピ
ン
と
は
こ
な
い
。

今
思
う
と
、
僕
た
ち
の
親
は
か
な
り
大
胆
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
僕
が
親
に
な
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た

こ
と
で
も
あ
る
の
だ
が
…
…
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
知

週
に
1
回
だ
け
柔
道
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

卒
園
し
た
あ
と
も
町
の
警
察
道
場
に
通
い
、中
学
校
1

年
生
く
ら
い
ま
で
柔
道
を
や
っ
て
い
た
。

こ
の
道
場
通
い
も
僕
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
へ
の

冒
険
の
よ
う
な
も
の
で
け
っ
こ
う
面
白
か
っ
た
。だ
っ
て
、

犯
人
と
刑
事
、
捕
ま
る
人
と
捕
ま
え
る
人
と
両
方
が
ナ

マ
で
見
ら
れ
る
な
ん
て
、な
か
な
か
な
い
。
僕
た
ち
が

道
着
を
持
っ
て「
あ
の
人
捕
ま
っ
た
ん
だ
ぜ
〜
」な
ん
て

話
し
て
い
る
と
、
犯
人
が「
こ
の
ク
ソ
ガ
キ
！
」な
ん
て

怒
鳴
っ
た
り
し
て
、
今
度
は
刑
事
さ
ん
に「
お
前
は

黙
っ
て
い
ろ
」っ
て
、
怒
鳴
ら
れ
た
り
す
る
光
景
を

ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
、や
っ
ぱ
り
人
間
は
捕
ま
る

側
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
な
っ
て
、
思
っ
た
。

い
ろ
ん
な
悪
戯
も
し
た
け
れ
ど
、こ
の
道
場
で
越
え

て
は
い
け
な
い
一
線
、
本
当
に
悪
い
こ
と
は
し
て
は
い
け

な
い
ん
だ
、と
い
う
こ
と
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
警
察
の

道
場
通
い
は
僕
に
本
当
に
大
切
な
事
を
教
え
て
く
れ

た
、と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

オ
ト
ナ
に
な
っ
て
冒
険
を
し
な
く
な
っ
た
な
、と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
は
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、と
言
っ
て
は

何
だ
が
、
最
近
、地
方
さ
ん
ぽ
に
は
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
意
外
に
面
白
い
。

仕
事
で
こ
れ
ま
で
に
47
都
道
府
県
、つ
ま
り
日
本
中

に
行
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
3
、
4
周
は
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
最
初
の
頃
は
ホ
テ
ル
と
現
場
を
行
っ

た
り
来
た
り
。
仕
事
と
は
い
え
、せ
っ
か
く
地
方
に
来

て
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
く
機
会
が
あ
る
の
に
、
何

も
見
な
い・
知
ら
な
い
、な
ん
て
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
し
、も

っ
た
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、

地
方
さ
ん
ぽ
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、ち
ょ
っ
と
時
間
が
で
き
る
と
さ
ん
ぽ
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
健
康
の
た
め
と
か
気
分
転
換
も
あ
る
が
、

町
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
ん
ぽ
し
て
い
る
と
、な
ん
と
な
く
そ

ら
な
い
と
こ
ろ
を
歩
く
と
い
う
、
恵
ま
れ
た
？
環
境
に

は
な
い
の
だ
ろ
う
。
で
も
、
僕
が
子
ど
も
の
頃
よ
り
は

は
る
か
に
安
全
な
ん
だ
ろ
う
な
…
…
。
た
だ
、
冒
険
の

面
白
さ
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
僕
か
ら
す
る
と
、

冒
険
の
で
き
な
い
環
境
っ
て
、ち
ょ
っ
と
寂
し
い
よ
う

な
気
が
す
る
。

毎
日
が
冒
険
と
遊
び
の
連
続
だ
っ
た
子
ど
も
の
頃
と

は
、
新
宿
、
歌
舞
伎
町
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
こ
の
町

は
、今
で
も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
僕
の
大
切
な
場
所
で

あ
る
。

僕
は
幼
稚
園
の
頃
か
ら
柔
道
を
し
て
い
た
。
え
っ
！

体
操
じ
ゃ
な
い
の
？
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
僕

の
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
で
は
、
男
の
子
は
体
育
の
時
間
、

の
町
の
雰
囲
気
が
つ
か
め
る
。
特
に
面
白
い
と
思
う
の

は
商
店
街
だ
。
地
元
の
商
店
街
っ
て
、オ
ト
ナ
も
子
ど

も
も
、お
ば
あ
さ
ん
も
お
じ
い
さ
ん
も
集
ま
っ
て
来
る
か

ら
、土
地
柄
や
人
柄
が
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
き
て
面

白
い
。
仕
事
が
早
く
終
わ
っ
た
時
な
ど
は
、食
事
に
行

く
前
に
ち
ょ
っ
と
さ
ん
ぽ
し
て
、お
店
を
覗
い
て
み
た
り
、

知
ら
な
い
人
に
道
を
尋
ね
て
み
た
り
、そ
ん
な
時
間
を

楽
し
ん
で
い
る
。

そ
ん
な
僕
の
さ
ん
ぽ
の
お
供
は
携
帯
電
話
だ
。
気
の

向
く
ま
ま
に
ぶ
ら
っ
と
出
か
け
、「
あ
あ
、き
れ
い
な
夕

焼
け
だ
！
」カ
シ
ャ
。「
何
て
い
う
花
だ
ろ
う
？
」カ
シ
ャ
。

「
ノ
ラ
猫
だ
！
」カ
シ
ャ
…
…
。
こ
の
気
ま
ま
さ
が
ナ
ン
と

も
い
え
な
い
の
だ
！

こ
う
い
う
一
人
さ
ん
ぽ
は
頭
の
切
り
換
え
に
も
い
い
。

解
放
さ
れ
る
と
、わ
れ
な
が
ら「
お
ぉ
ぉ
ぉ
!!
」と
思
う

よ
う
な
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
た
り
も
す
る
。
ふ
っ
と
思

い
つ
い
た
フ
レ
ー
ズ
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
携
帯
の
中
に
。

だ
か
ら
、
僕
の
ポ
ッ
ケ
ト
の
中
に
は
さ
ん
ぽ
で
見
つ
け
た

宝
物
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
る
。

一
人
さ
ん
ぽ
も
楽
し
い
が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
さ
ん

ぽ
も
ほ
っ
と
す
る
時
間
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
僕
は
子

ど
も
た
ち
と
必
ず
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
し
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
つ
な
い
だ
手
か
ら
感
じ
ら
れ
る
か

ら
だ
。
嬉
し
い
よ
う
な
、ち
ょ
っ
と
寂
し
い
よ
う
な
、
複

雑
な
気
持
ち
に
出
会
う
さ
ん
ぽ
の
じ
か
ん
は
、
何
物
に

も
代
え
が
た
い
僕
の
大
切
な
ひ
と
時
で
も
あ
る
。

タレント・親子たいそう教室主宰
佐藤弘道
日体荏原高等学校卒業後、日本体育大学体
育学部に入学。大学卒業後は世田谷区教育
委員会の教育指導員を経てスポーツクラブ
のインストラクターとなる。1993年NHK「お
かあさんといっしょ」オーディションに合格。
同年4月よりNHK「おかあさんといっしょ」第
10代目体操のお兄さんを12年間務め、体操
のコーナーだけでなく、イベント・歌のクリッ
プなどでも活躍し、05年3月に体操のお兄さ
んを卒業。02年1月、有限会社エスアールシ
ーカンパニーを設立。子どもたちと指導員の
ためのスポーツクラブを立ち上げ、全国で親
子体操教室や幼児体操教室、保育士講習会
などを行う。07年より、各界著名人と共に
「チーム・マイナス6％」チーム員に就任。また、
各民放のバラエティー番組や情報番組、CM、
舞台、イベント、雑誌など数多く出演し、親子
のための体操やCM用等のオリジナル体操
を考案するなど多方面で活躍中。
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環
状
7
号
線

（
都
道
3
1
8
号
）

江
戸
の
特
産
品
・
海
苔
の
ル
ー
ツ
は
大
森
に
あ
り
ま
し
た
！

環
七
の
愛
称
で
知
ら
れ
て
い
る
環
状
七
号
線（
都
道
3
1
8
号
）は
大
田
区
平

和
島
6
丁
目
を
起
点
と
し
、
江
戸
川
区
臨
海
町
4
丁
目
を
終
点
と
す
る
全
長
約

57.2
㎞
の
道
路
。
昭
和
2
年（
1
9
2
7
）に
計
画
さ
れ
、
昭
和
60
年（
'58
）に
全
通

し
ま
し
た
。

日
本
の
食
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
寿
司
、
天
麩
羅
、
蕎
麦
…
…
と

数
々
あ
り
ま
す
が
、そ
の
名
脇
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
海
苔
で
す
。
環
七

が
走
る
大
森
界
隈
で
は
、
江
戸
時
代
、
海
苔
の
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
海
苔
は
徳
川
幕
府
に
献
上
す
る
た
め
に
、
品
川
・
大
森
を
中
心
と
す

る
東
京
湾
で
養
殖
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
康
が
海
苔
好
き
？
だ
っ

た
か
ら
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
浅
草
海
苔
は
江
戸
幕
府
の
保
護
を

受
け
、
江
戸
の
特
産
品
と
し
て
全
国
津
々
浦
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
も
実
は
浅
草
海
苔
の
最
大
の
産
地
は
大
森
だ
っ
た
と
か
。
大
森
で
採
れ
た

海
苔
が
な
ぜ〈
浅
草
海
苔
〉な
の
か
？
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、

大
森
で
養
殖
さ
れ
た
海
苔
は
主
に
浅
草
寺
境
内
で
売
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う

の
が
、
有
力
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、大
森
が「
海
苔
養
殖
発
祥
の
地
」と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

忌
野
清
志
郎
も
参
加
し
た

記
念
す
べ
き
第
一
回「
下
北
沢
音
楽
祭
」

昭
和
54
年（
'79
）9
月
、ま
だ
本
多
劇
場
が
建
つ
前
の
空
き
地
で
第
一
回「
下
北

沢
音
楽
祭
」が
開
催
さ
れ
、
環
七
か
ら
、
あ
る
い
は
電
車
を
使
っ
て
、
下
北
沢

に
続
々
と
若
者
た
ち
が
集
ま
り
、
開
演
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
金

子
マ
リ
、カ
ル
メ
ン・マ
キ
、そ
し
て
こ
の
記
念
す
べ
き
音
楽
祭
に
は
、今
は
亡
き
忌
野

清
志
郎
も
R
C
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
で
参
加
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

下
北
沢
は
次
々
に
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
な
が
ら
、独
自
の
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

終
戦
直
後
の
闇
市
、「
庶
民
的
で
お
し
ゃ
れ
な
街
」、「
買
い
物
を
す
る
人
が
主
役
の
街
」、

不
名
誉
に
も「
大
都
会
の
ピ
ン
ク
街
」と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
50

年
頃
に
な
る
と
、
若
者
が
集
ま
り
始
め
、ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
、
ブ
ル
ー
ス
な
ど
を
流
す

バー
が
続
々
と
登
場
し
、「
下
北
沢
音
楽
祭
」に
よ
っ
て「
若
者
の
街
」の
イ
メ
ー
ジ
を
定

着
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
音
楽
祭
に
参
加
し
た
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
57
年（
'82
）に
は
元
俳
優
の
本
多
一
夫
氏
が
本
多
劇
場
を
オ
ー
プ
ン
し
、

街
の
あ
ち
こ
ち
に
小
劇
場
が
作
ら
れ
、一
躍「
演
劇
の
街
」と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

流
行
だ
け
に
左
右
さ
れ
な
い
、
下
北
な
ら
で
は
の
魅
力
を
放
つ
強
烈
な
パ
ワ
ー
が
、

山
の
手
の
下
町
と
呼
ば
れ
る
、独
特
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第
3
回
世
界
陸
上
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
っ
た「
高
円
寺
阿
波
踊
り
」

昭
和
32
年（
'57
）、今
や
高
円
寺
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る「
高
円
寺
阿
波

踊
り
」が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
最
初
の
命
名
は「
高
円
寺
ば

か
踊
り
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。
東
京
都
内
で
行
わ
れ
て
い
る「
阿
波
踊
り
」は
こ
の

「
高
円
寺
阿
波
踊
り
」が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
3
年

8
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
3
回
世
界
陸
上
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
も

「
高
円
寺
阿
波
踊
り
」で
、
こ
の
模
様
は
世
界
各
国
に
も
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
寺
駅
北
口
、
目
の
前
に「
高
円
寺
純
情
商
店
街
」と
書
か
れ
た
大
き
な
ア

ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
ア
ー
チ
を
く
ぐ
る
と
約
2
5
0
の
お
店
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
の「
純
情
商
店
街
」、
ど
こ
か
で
聞
い
た
名
前
？
で
す
。
以
前
の
名

前
は「
高
円
寺
銀
座
商
店
街
」で
し
た
が
、
直
木
賞
を
受
賞
し
た
ね
じ
め
正
一
氏

の
小
説「
高
円
寺
純
情
商
店
街
」に
ち
な
ん
で
名
前
を
変
え
た
そ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
商
店
街
が
小
説
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
人
公
の
正
一
少
年
は

商
店
街
の
中
で
も「
削
り
が
つ
を
と
言
え
ば
江
州
屋
」と
評
判
を
と
る
乾
物
屋
の

一
人
息
子
。
こ
の
正
一
少
年
の
目
に
映
っ
た
環
七
は
ど
ん
な
風
景
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

「
亀
有
警
察
署
」「
葛
飾
警
察
署
」「
新
葛
飾
警
察
署
」と

こ
ち
亀
の
所
属
警
察
署
は
、
3
回
も
名
称
変
更
！

平
成
18
年（
2
0
0
6
）、亀
有
駅
北
口
前
に『
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派

出
所
』、
通
称
こ
ち
亀
の
主
人
公
・
両
津
勘
吉
像
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
ち
亀
の

舞
台
は
、
警
視
庁
新
葛
飾
警
察
署
の
亀
有
公
園
前
派
出
所
に
勤
務
す
る
中
年
の

警
察
官
・
両
津
勘
吉
巡
査
長
。
破
天
荒
な
両
さ
ん
と
そ
の
同
僚
た
ち
が
亀
有
を

縦
横
無
尽
に
走
り
回
り
ま
す
。
作
者
・
秋
本
治
氏
の
設
定
で
は
派
出
所
は
環
七
沿

い
だ
っ
た
と
か
。
公
園
の
近
く
に
交
番
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
派
出
所
の
モ
デ
ル
は

亀
有
駅
北
口
交
番
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

連
載
が
始
ま
っ
た
頃
、亀
有
公
園
前
派
出
所
の
所
属
す
る
警
察
署
は
実
在
す

る「
亀
有
警
察
署
」だ
っ
た
た
め
、「
葛
飾
警
察
署
」に
改
名
し
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、そ
の
後
皮
肉
に
も
、こ
れ
ま
で
本
田
警
察
署
と
い
う
名
前
だ
っ
た
警
察
署
が

葛
飾
警
察
署
と
改
称
し
た
た
め
に
、「
葛
飾
警
察
署
」は
ま
た
実
在
す
る
警
察
署

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
漫
画
は「
葛
飾
警
察
署
」の
庁
舎
改
築
、

再
改
築
と
い
う
話
を
経
て
、「
新
葛
飾
警
察
署
」へ
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
ア
ニ

メ
版
で
は「
か
つ
し
か
署
」で
、
外
観
は
実
在
の
亀
有
警
察
署
庁
舎
を
モ
デ
ル
に
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
香
取
慎
吾
扮
す
る
両
さ
ん
が
、

8
月
か
ら
は
テ
レ
ビ
に
登
場
す
る
よ
う
で
す
。

写真提供・東京都環状七号線工事が進む世田谷区若林付近（昭和35年）

写真提供・東京都

高円寺陸橋付近
（昭和41年）

写真提供・東京都大原交差点（昭和43年）

現在の大原交差点

現在の高円寺陸橋

高円寺
純情商店街

JR亀有駅北口

両津勘吉像

環状7号線
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埼玉県生まれ。映画雑誌、PR誌編集を経てフリ
ーとなり、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等で活躍。
著書『食欲的映画生活術』、『ハリウッド・スキャ
ンダル』（共著）、『スクリーンの悪女』（監修）、『映
画とたべもの』ほか。NHKラジオ第一「ラジオ
ビタミン」（月1回朝9時20分）出演。ケーブルＴＶ
の「スター・チャンネル」で映画解説をするほか、
日経新聞の金曜日、映画評を執筆中。

渡辺祥子
Sachiko Watanabe

「
深
川
」

『小津安二郎 DVD-BOX 第三集〈11枚組〉』
DVD発売中
24,675円（税込）
発売・販売元：松竹株式会社 映像商品部

「あかね空　特別版」
DVD発売中
発売元：角川映画
販売元：角川エンタテインメント
価格：4,935円
©2006「あかね空」LLP

深
川
生
ま
れ
の

小
津
安
二
郎
監
督
の

異
色
映
画『
風
の
中
の
牝
鶏
』

世
界
に
知
ら
れ
た
日
本
を
代
表
す
る

映
画
監
督
の
一
人
、小
津
安
二
郎
が
生
誕

1
0
0
年
を
迎
え
た
2
0
0
3
年
、
数
々

の
映
画
が
回
顧
上
映
さ
れ
る
、と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
と
き
話
題
に
の
ぼ
っ
た
の
が
、

「
小
津
さ
ん
て
、
深
川
生
ま
れ
な
の
に
ド
ラ

マ
の
舞
台
に
す
る
の
は
鎌
倉
や
銀
座
が
多

い
よ
ね
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、小
津
映
画
と
い
う
こ
と

で
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
日
本
橋
あ

た
り
の
会
社
で
働
き
、
銀
座
の
小
料
理
屋

で
飲
む
中
年
の
男
た
ち
と
か
、丸
の
内
の

OL
ら
し
い
娘
た
ち
、と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
実

際
に
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
土
地
が
舞
台
に

な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
が
見
ら
れ
る
の

だ
け
ど
、た
ま
た
ま
、そ
の
場
で
喋
っ
て
い

た
人
た
ち
の
生
活
圏
と
重
な
る
場
所
が
銀

座
や
日
本
橋
だ
っ
た
の
で
、そ
の
あ
た
り
だ

け
が
心
に
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て

旅
行
し
た
土
地
を
映
画
で
見
る
と
妙
に
嬉

し
い
の
と
同
じ
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
は
江
東
区
深
川
一
丁
目
。
そ
こ
の

歩
道
橋
脇
に
あ
る
の
が
小
津
監
督
出
生
の

地
の
写
真
入
り
の
プ
レ
ー
ト
。
生
ま
れ
た

の
は
確
か
に
こ
の
地
だ
が
、小
学
校
の
四

年
で
父
の
郷
里
、
三
重
県
松
坂
市
に
移
り
、

深
川
に
ま
た
戻
っ
て
き
た
の
は
昭
和
元
年

（
'26
）、
彼
が
23
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
父
親

の
寅
之
助
の
葬
儀
は
深
川
の
閻
魔
堂
で

行
わ
れ
た
そ
う
だ
。

リ
ア
ル
で
即
物
的
な
描
写
が
あ
り
、
拒

絶
反
応
を
持
っ
た
人
も
い
た
と
い
う
異
色

の
小
津
映
画
、『
風
の
中
の
牝
鶏
』（
'48
）は

深
川
が
舞
台
。
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て

も
帰
っ
て
来
な
い
夫
を
待
っ
て
生
活
に
追

わ
れ
る
妻（
田
中
絹
代
）が
、
子
供
の
入
院

費
欲
し
さ
に
た
っ
た
一
度
だ
け
売
春
し
た

の
を
戻
っ
て
来
た
夫
が
知
っ
て
荒
れ
狂
う
、

と
い
う
設
定
。
深
川
が
舞
台
に
は
ち
が
い

な
い
け
ど
、こ
の
映
画
で
見
る
深
川
は
暗

く
て
、
気
風
の
よ
さ
で
知
ら
れ
た
辰
巳
芸

者
が
い
る
粋
な
土
地
と
は
思
え
な
い
。

小
津
安
二
郎
と
並
ぶ
人
気
監
督
・
成
瀬

巳
喜
男
が
ト
ー
キ
ー
初
期
の
時
代
に
撮
っ

た『
噂
の
娘
』（
'35
）も
深
川
、木
場
の
あ
た

り
が
舞
台
。
ヒ
ロ
イ
ン
役
の
千
葉
早
智
子

は
1
9
3
7
年
に
成
瀬
監
督
と
結
婚
、の

ち
に
離
婚
し
て
い
る
。

俳
優
・
山
村
聰
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
り
、

美
空
ひ
ば
り
・
鶴
田
浩
二
が

主
演
し
た『
風
流
深
川
唄
』

も
う
一
本
、成
瀬
映
画
の『
稲
妻
』（
'52
）

は
林
芙
美
子
の
小
説
が
原
作
。
4
人
の

子
供
の
父
親
が
全
員
ち
が
う
、と
い
う
家

庭
で
育
っ
た
高
峰
秀
子
の
末
娘
が
、
家
を

出
て
バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
働
き
な
が
ら

自
立
を
目
指
す
、と
い
う
話
で
実
家
が
深

川
、
家
を
出
た
あ
と
は
世
田
谷
、と
同
じ

東
京
で
も
ま
っ
た
く
違
っ
た
土
地
を
対
照

的
に
並
べ
て
み
せ
る
の
が
興
味
深
い
。

タ
イ
ト
ル
に
深
川
が
入
っ
た『
風
流
深

川
唄
』（
'60
）は
、
現
在
リ
メ
イ
ク
作
が
公

開
中
の『
蟹
工
船
』を
最
初
に
映
画
化
し

て
監
督
し
た
俳
優
・
山
村
聰
の
監
督
作
。

富
岡
八
幡
宮
の
お
祭
り
を
背
景
に
し
て
、

老
舗
料
亭
の
暖
簾
を
守
る
た
め
に
別
れ

を
決
意
す
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
、
美
空
ひ
ば
り

と
鶴
田
浩
二
の
悲
し
み
を
描
く
。
脇
を
固

め
る
の
が
山
田
五
十
鈴
、
杉
村
春
子
、
伊

志
井
寛
、そ
し
て
山
村
聰
自
身
も
、と
い

う
こ
と
で
日
本
映
画
黄
金
時
代
の
俳
優
の

層
の
厚
さ
が
楽
し
め
る
作
り
。
新
派
の

脚
本
を
沢
山
書
い
て
い
る
川
口
松
太
郎
の

原
作
だ
け
に
、
情
緒
は
た
っ
ぷ
り
。
同
じ

美
空
ひ
ば
り
が
長
谷
川
一
夫
の
大
ヒ
ッ
ト

作『
雪
之
丞
変
化
正
編
・
続
編
』を
リ
メ
イ

ク
し
て
主
演
し
た『
ひ
ば
り
の
三
役
競
艶

雪
之
丞
変
化
』（
'57
）に
も
、
長
崎
で
両
親

を
殺
さ
れ
た
娘
が
敵
討
ち
の
た
め
に
歌

舞
伎
役
者
の
雪
之
丞
に
な
り
、女
と
知
ら

な
い
鉄
火
な
お
姐
さ
ん
、お
初
に
惚
れ
ら

れ
て
深
川
の
料
理
屋
で
待
ち
合
わ
せ
る
、

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。

富
岡
八
幡
宮
は
、
17
世
紀
初
頭
に
建
立

さ
れ
た
東
京
都
最
大
の
神
社
。
深
川
の
あ

た
り
は
、か
つ
て
の
日
本
映
画
の
舞
台
に

な
っ
た
場
所
と
現
在
と
で
は
ま
っ
た
く
違

っ
た
雰
囲
気
の
土
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、こ
の
八
幡
さ
ま
の
境
内
周
辺
だ
け
は
、

昔
と
そ
う
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
い
っ
て
も
、

敷
地
内
に
は
2
0
0
1
年
に
江
戸
時
代
の

測
量
家
、
伊
能
忠
敬
の
像
が
建
っ
て
い
た

り
し
て
い
る
の
だ
け
ど
。
変
わ
ら
な
い
、
変

ら
な
い
、と
い
っ
て
も
人
間
の
生
活
が
変
れ

ば
住
む
土
地
も
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

最
近
の
映
画
で
見
た
深
川
は
山
本
一

力
の
小
説
を
も
と
に
、
関
西
か
ら
来
て
豆

腐
屋
を
は
じ
め
た
男（
内
野
聖
陽
）が
、
気

風
の
よ
い
嫁（
中
谷
美
紀
）を
得
て
店
を
成

功
さ
せ
、繁
盛
す
る
が
息
子
が
ぐ
れ
た
り
、

男
自
身
に
も
災
い
が
襲
っ
た
り
と
、
波
乱

万
丈
な『
あ
か
ね
空
』（
06
年
）。
良
い
水
の

井
戸
が
手
に
入
り
、
誠
実
な
仕
事
ぶ
り
で

お
寺
さ
ん
へ
も
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な

り
と
、
丁
寧
な
描
写
で
江
戸
時
代
の
深
川

の
様
子
が
語
ら
れ
て
い
く
。

池
波
正
太
郎
の『
鬼
平
犯
科
帳
』が

深
川
め
し
、
深
川
丼
の

知
名
度
を
上
げ
た
??

さ
て
、
深
川
だ
け
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
主
人
公
の
火
付
盗
賊
改
方
長
官

（
部
下
た
ち
か
ら
は
、お
頭
と
呼
ば
れ
て

い
る
）、
長
谷
川
平
蔵
が
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
、と
い
う
こ
と

で
こ
の
あ
た
り
の
小
料
理
屋
、
蕎
麦
屋
が

よ
く
出
て
く
る
の
が
、テ
レ
ビ
・
映
画
、
舞

台
と
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
人
気
の
高
い『
鬼

平
犯
科
帳
』。
原
作
者
の
池
波
正
太
郎
そ

の
人
が
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
だ
け

に
、
読
ん
で
い
て
も
、い
か
に
も
美
味
し
そ

う
で
、
食
べ
て
み
た
く
な
る
。
深
川
め
し

に
深
川
丼
な
ど
は
、池
波
先
生
の
お
か
げ

で
い
ま
新
た
に
人
気
を
得
た
の
で
は
な
い

か
、と
思
う
く
ら
い
知
名
度
が
上
が
り
、

ア
サ
リ
を
醤
油
と
み
り
ん
の
ダ
シ
汁
で
さ

っ
と
煮
て
、
丼
に
盛
っ
た
ご
飯
に
か
け
て

食
べ
る
深
川
丼
は
有
名
だ
。

鬼
平
小
説
で
は
、
日
頃「
う
さ
ぎ
」と
呼

ば
れ
て
い
る
木
村
忠
吾
の
受
け
持
ち
が
本

所
・
深
川
地
区
に
な
っ
て
い
て
、『
盗
賊
人

相
書
』の
中
で
は
、「
う
さ
ぎ
」が
盗
賊
三

人
に
入
ら
れ
た
受
け
持
ち
地
区
に
あ
る

蕎
麦
屋
・
東
玉
庵
の
磯
浪
そ
ば
の
美
味
し

さ
を
お
頭
の
平
蔵
に
説
明
す
る
く
だ
り

が
印
象
に
残
る
。

本
所
に
は
軍
鶏
鍋
屋
の
五
鉄
が
あ
り
、

こ
こ
は
長
谷
川
平
蔵
と
配
下
の
密
偵
た

ち
の
集
ま
る
店
。
テ
レ
ビ
や
映
画
で
は
、

そ
の
と
き
ど
き
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
食

べ
物
屋
が
で
て
く
る
が
、い
ず
れ
も
、
本

所
・
深
川
の
あ
た
り
に
あ
る
、と
考
え
て
い

い
だ
ろ
う
。

鬼
平
も
の
と
並
ん
で
深
川
が
有
名
な

映
画
と
い
え
ば
、
熊
井
啓
監
督
の『
忍
ぶ

川
』（
'72
）を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
44
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
三
浦
哲
郎

の
小
説
の
映
画
化
。
大
学
の
卒
業
記
念
の

会
合
の
二
次
会
で
訪
れ
た
料
理
屋
で
看

板
娘
の
志
乃（
栗
原
小
巻
）に
出
会
っ
て
惹

か
れ
た
哲
郎（
加
藤
剛
）は
、
何
度
も
店
に

足
を
運
ぶ
が
、
本
格
的
な
付
き
合
い
は
、

二
人
が
電
車
で
深
川
へ
向
か
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
深
川
に
着
い
た
志
乃
は
、
自

分
が
遊
郭
だ
っ
た
洲
崎
の
射
的
屋
の
娘
で

あ
る
こ
と
を
語
り
、
哲
郎
も
ま
た
自
分
の

家
族
の
暗
い
部
分
を
語
っ
て
、や
が
て
自

分
た
ち
の
将
来
を
考
え
始
め
る
、と
い
う

展
開
。
こ
の
映
画
に
は
、
貯
木
場
や
堀
が

埋
め
立
て
ら
れ
て
姿
を
消
す
前
の
昔
な
が

ら
の
風
情
が
あ
る
深
川
が
ち
ら
り
と
残

さ
れ
て
い
て
、い
ま
見
る
と
実
際
に
は
行

っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
妙
に
懐
か
し
い
。

丁
寧
に
ロ
ケ
さ
れ
た
映
画
は
、そ
の
場

所
や
時
代
の
空
気
ま
で
も
切
り
取
っ
て
い

る
の
で
、
長
い
年
月
が
過
ぎ
た
後
に
見
る

と
、
懐
か
し
さ
を
か
き
た
て
る
だ
け
で
な

く
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
役
に
立
つ
の
が

魅
力
だ
。

地
球
が
滅
び
る
ま
で
ビ
デ
オ
に
お
さ
め

続
け
る
と
言
う
少
年
に
清
洲
橋
で
出
会

い
、ま
た
こ
の
橋
の
上
で
別
れ
る
の
が
、
自

主
映
画
で
知
ら
れ
た
原
将
人
監
督
初
の

劇
映
画『
20
世
紀
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
』（
'97
）の

幼
さ
の
残
る
ヒ
ロ
イ
ン
、
杏
。
こ
の
広
末
涼

子
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
、
東
京
タ
ワ
ー
や
高

速
道
路
な
ど
を
と
ら
え
な
が
ら
、い
ま
で

は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
深
川
・
月

島
の
あ
た
り
の
古
き
良
き
時
代
の
情
景

を
写
し
撮
っ
て
、
ま
さ
に
20
世
紀
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
映
画

に
な
っ
て
い
る
。

NO IMAGE

著作権法に基づき掲載しておりません
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公 社 駐 車 場 情 報

所在地：墨田区江東橋3-5-16
全日定期台数：自動車 限定15台（先着順 7/24より受付中）

※昼間定期、夜間定期のご契約につきましては随時募集中です。

駐車料金：定期制／全日定期 33,600円（税込）0時～24時
昼間定期 18,900円（税込）月～金7時～19時
夜間定期 23,100円（税込）18時～翌8時
※長さ5.0ｍ、高さ2.1ｍ以内の自動車に限る。
※敷金・礼金・手数料等なし。

詳細につきましてはお電話にてお問い合わせください。

電話：03-5638-3760 東部営業所

錦糸町パークタワー
9月1日より全日定期取り扱いを開始！

●お問い合わ先 事業部 営業推進課営業企画係 03-5381-3388
※公社ホームページ（http://www.tmpc.or.jp）で、充電設備設置駐車場の情報を配信しています。

平成21年7月に三菱自動車からiMiEV、富士重工業から
ステラEVが法人向けに発売され、今年は次世代自動車普
及の幕開けとなりました。
東京都は、経産省が選定する「EV・pHVタウン」の広域

実施地域に選定され、電気自動車（EV）・プラグインハイブ
リッド（pHV）の初期需要を創出するための環境整備を行
うとしております。
TR東京都道路整備保全公社は、この「EV・pHVタウン」

の協力の一環として、平成20年10月に丸ノ内鍛冶橋駐車場
に電気自動車用の急速充電設備を設置しました。また、EV
車両が法人向けに販売される21年7月に合わせ、公社の管
理する駐車場「TOKYO PUBLIC」14カ所（23区概ね10km
四方）に充電用コンセントを設置し、駐車場を充電インフラと
して活用できるよう整備を行いました。
丸ノ内鍛冶橋駐車場に設置してある急速充電器は5分

で40km、10分で60km走行することが可能でガソリンスタン

ドに代わる役割をします。充電コンセントは駐車している間
の数時間（200Vで1時間充電することで概ね20km走行可
能）充電することでドライバーに安心感を与えることが出来
ると考えています。
来年度は一般向けにEV車両が販売される予定であり、

今後は、コンセントと急速充電器の利用状況やEV車両の
販売状況を考慮し、今後の展開について検討していく予定
です。
※「EV・pHVタウン」とは、電気
自動車（EV）、プラグインハイ
ブリッド自動車（pHV）の本格
普及に向けた実証実験のた
めのモデル事業です。

充電タイプが判別できるように
駐車スペース付近にアイコンを表示

コンセント100V

■充電設備の概要《急速充電器ではありません》
満充電までの時間（電池総容量16kWhの場合）
200V：7時間（練馬中央陸橋UD他8カ所）
100V：14時間（東京都八重洲駐車場他4カ所）

■充電料金／無料（但し、駐車料金は発生します。）
都営駐車場5場は低公害車割引を利用することで、最初の
1時間の駐車料金が無料となります。

■対応車種
次世代電気自動車及び100Vコンセント・200Vコンセント
（接地2P〔旧3P〕・20Aタイプ）対応車

コンセント200V

駐車場名 住所 充電器のタイプ

練馬中央陸橋UD 練馬区高松2-6（環八線・練馬中央陸橋高架下）コンセント200V

赤羽西二丁目 北区赤羽西2-3 コンセント200V

大谷田 足立区大谷田1（環七線・大谷田陸橋高架下）コンセント200V

一之江 江戸川区一之江3-2先（環七線・一之江陸橋高架下） コンセント200V

東大島駅前 江東区大島9-4（船堀橋高架下西側） コンセント200V

ガーデンパーク六本木 港区六本木3-1 コンセント200V

雑司ヶ谷駅前 豊島区南池袋3-25 コンセント200V

高円寺 杉並区梅里1-22（環七線・高円寺陸橋高架下）コンセント200V

天王洲 品川区東品川2-4（高速1号線高架下） コンセント200V

東京都八重洲 中央区京橋1-10-1地先 コンセント100V

東京都日本橋 中央区日本橋2-12-12地先 コンセント100V

東京都宝町 中央区京橋1-13-1地先 コンセント100V

東京都新京橋 中央区銀座1-19-15地先 コンセント100V

東京都東銀座 中央区銀座7-14-16地先 コンセント100V

丸ノ内鍛冶橋 千代田区丸の内3-8-2 急速充電器
（H20.10に設置）

■公社駐車場充電設備設置一覧

公社駐車場14場に、電気自動車の充電用コンセントを設置
7月1日より運用を開始しました。
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重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中

［学生・技術者向けツアー］
■ツアー内容
勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにした、学習・研修目
的の学生・技術者向けツアーです。開催回数は月1～2回程
度。開催日は火・金・土曜日。参加人数は1回10～15名程度
（団体で申込み）。参加費用は無料。※事前にご連絡ください。
■問い合わせ先
総務部　公益事業課　電話／03-5381-3380
かちどき　橋の資料館　電話／03-3543-5672

［橋脚内見学ツアー］
■ツアー内容
橋脚内の開閉装置を説明者と一緒に見学します。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時、11時、13時
30分、14時30分）。参加人数は各回5名程度。参加費用
は無料。
※橋脚内へは3.5mの垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、体
力的に昇降が可能な方。

※悪天候の場合は中止する場合があります。

■申込み方法
往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学
希望日時（第5希望まで・午前、午後、全日可）⑥参加人
数（1通5名様まで）を記入して下記宛先までお申込み
ください。
■申込先
〒163-0935 新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階
（財）東京都道路整備保全公社　
「かちどき　橋の資料館」 ツアー予約係

TR「道の日」イベント開催！ 8月6日（木）・7日（金）
テーマ：「いい道路

み ち

いい都市
ま ち

いい生活
くらし

」

道の日に
ちなんだ楽しい
アトラクションが

いっぱい!!

※開催内容は、予告なく変更になることがございます。
予めご了承ください。

■開催日時／平成21年8月6日（木）10時～18時
8月7日（金）10時～15時

■開催会場／新宿駅西口広場イベントコーナー
（JR新宿駅西口、小田急・京王・
東京メトロ各線の新宿駅改札から
徒歩１分

■入場料／無料

TR東京都道路整備保全公社では、8月10日の「道の日」を記念
して開催される行事において、《ＴＲ「道の日」イベント》を開催します。
「道の日」をご存知ですか？
道路は国民生活に欠くことのできない基本的な社会資本。でもあ

まりに身近な存在のため、その重要性が見過ごされがちです。そこ
で、道路の意義・重要性に対する国民の関心と道路愛護の精神を
高めるため、国土交通省が昭和61年に、8月10日を「道の日」と制定
しました。この日が選ばれた理由は、大正9年8月10日に、日本で最
初の道路整備の長期計画である第１次道路改良計画が実施された
ことや、「道路ふれあい月間（8月1日～31日）」の期間中ということか
ら、8月10日になりました。

「ドライバーズビジョン」
タッチパネル方式で、自分の速度
予測と判断力、反応を診断！

「ASIMO」による公社事業紹介
ASIMOが「道の日」イベントに
遊びに来てくれます！
ASIMOショースケジュール
■10時～11時　
■13時30分～14時30分　
■17時～18時
（最終回は6日（木）のみ）

「子ども安全免許証」
クイズに答えて免許証発行。
目指せ、ゴールド免許証！

「RUSH HOUR
（ラッシュアワー）」
たくさんのクルマをかわして、
一秒でも早く目的地へ行こう！
人気のパズルゲームです。

絵画・イラスト展開催！
道をテーマにした絵画やイラ
スト、標語入選作品等を展示
しています。
●日程
7月26日（日）～8月21日（金）
●会場
新宿プロムナード・ギャラリ
ー（ワンデーストリート内）

親子体験ツアーも実施！
小中学生とその保護者を対象にした、親子体験ツアー
を実施。普段見ることができない、道路に関連した工
事現場や施設を見学していただきます。
コース①8月5日（水）
日暮里・舎人ライナーから見た東京の道と車両基地
コース②8月6日（木）
東京の流れを地下から変える「首都高速中央環状線」
工事現場
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の連載やテレ
ビ番組・映画に関する作品等、多数のパズルを制作する人
気パズル作家。また、パズル作成講座の講師やイベント等、
多岐にわたる多彩な活動をしている。単行本に『クロスワー
ドプレミアム』（日本文芸社）『なぞなぞ２年３年生』（西東社）
『四字熟語 最強のパズル』（KKベストセラーズ）『夢をか
なえるしあわせクロスワードパズル』（ゴマブックス）『あそび
のたからばこわくわくクロスワード王国』など多数。
http://www.puzzle-crossword.info/

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Gの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。当選者の発表は
プレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しく
は、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.17号にて発表

締切／2009年10月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

クロスワードパズル⑩の答え

答えは「マチヅクリ」でした。

1
2

3

4
5
8

11

12
14
15
17

1
6
7
9
10
12

13
14
16

18
19

朝方の反対語です
鶏の肉をとったあとの骨。ラーメンのスープに使わ
れます
マイケル・ジャクソンの○○○○の死に世界中が涙
しました
道路工事などで遠回りすること
ミッキー、ミニー、キティなどキャラクターものが人気
アルゼンチンが起源。日本でも黒猫の○○○が流
行りました
雨が降ると店内が濡れないように店先に置かれる
○○○○
資格や免許を手に入れること
シャープペンシルの中に入れて使うもの
○○がはずれるとうまく回転しません
阿波踊りではグループを○○と言います

夜の公園などに点灯して害虫を駆除する装置
別名はナンキンマメ
潮が退いた干○○で潮干狩り
景気と環境対策としてエコ･カー減○○が始まりました
○○○○からブレイクする映画もたくさんあります
自分では苦労をせず人を利用して「甘い○○を吸う」
人もいる
測定に○○はつきもの
ドライブが○○○という人も多いです
芸能人の総称で、「お笑い」「アイドル」「マルチ」「大
食い」の後ろにつく共通の言葉
いろいろな事が空回りすることをこういいます
「糠に○○」では手ごたえもなく効き目もありません

タテのカギ

ヨコのカギ
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東京都道路整備保全公社が編集
したライダーのための『都内オー
トバイ駐車場MAP'09』が完成。
掲載駐車場数も278場とさら
に充実して使いやすくなりまし
た。また、『東京駐車場マップ
2008年版』も、s-parkに掲載
中の駐車場位置情報をロ
ードマップに落とし込んだ
使いやすいマップで好評
です。MAPを活用して都
内の駐車場を快適にご利
用ください。公社で開催する様々な
イベントで大人気のノベルティー
『特注トミカs-park都営バス』もプレミアムアイテムとして人気です。

次号は2009年11月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成21年8月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住 所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2009年10月20日（火）（専用応募ハガキによるご応募の場合
は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2009年7月20日現在のものです。

東京都道路整備保全公社のオ
リジナルグッズ（qweのいず
れか1点)をプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

「田河水泡・のらくろ館」
オリジナル
のらくろタオルは大人気

漁師があみ出した
深川の味・深川めし

のらくろが生まれた街・深川。江東区森下文化センター内には「田河水泡・のらく
ろ館」が併設されています。のらくろ館のある高橋商店街・のらくろードには、田河
水泡・のらくろ館公認の様々なのらくろグッズがあります。グッズを探しながら商店
街を散策するのも楽しいものです。中でも日常的に使え人気を集めているのが、
愛嬌たっぷりののらくろタオル。

公社オリジナルの
最新版都内オートバイ駐車場MAP完成

江戸時代の東京･深川あたりは魚介類が豊富に捕れた漁師町でした。この漁師があみ
出した食べ物が「深川めし」。家庭でも店と同じように美味しい深川めし味わってもらい
たいと、3年かけて作り上げられた、深川宿のオリジナル「深川めしのもと」。あっさりした

醤油味の炊き込みの深川めしで、アサリもたっぷり入って、
これぞ深川の味といえる絶品。ぜひご賞味を!! 深川宿ロ
ゴ巾着には、深川お散歩マップも付いています。

ホームページ http://www.fukagawajuku.com

つややかな小豆の香り
伊勢屋のきんつば

深川不動尊の入り口、朱色の大門脇にある創業100年の深川の和菓子屋と
いえば伊勢屋。老舗の庶民的な味わいのきんつばは、一面ずつを丁寧に焼い
た職人技が光っています。絶妙な塩加減が厳選した小豆の味を引き立てます。

つややかな小豆のほんのりとした香りを
生かした甘み、皮の部分といいバランスが
絶妙。お土産におすすめの一品です。
ホームページ http://www.iseya.ne.jp

100名e

100名q

100名w

のらくろタオルを5名様に
プレゼント。詳細は応募方法
をご確認ください。

深川宿オリジナル「深川めしのもと
（炊き込みのもと2合炊き用）」を
5名様にプレゼント。詳細は応募
方法をご確認ください。

深川伊勢屋のきんつばを5名様に
プレゼント。詳細は応募方法を
ご確認ください。

©田河水泡／講談社
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